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社会活動

競争的研究資金獲得状況（共同研究を含む）

代表
放射線の健康影響に係る研究調査事業
ロングリード解析を用いた放射線刻印の同
定と福島小児甲状腺癌への応用

光武範吏・教授
国立研究開発法人日本医療研究
開発機構

分担

難治性疾患実用化研究事業
ゲノム不安定性疾患群を中心とした希少難
治性疾患の次世代マルチオミクス診断拠点
構築

氏名・職 資金提供元/共同研究先 代表・分担 研　究　題　目

光武範吏・教授 日本学術振興会 代表

国際共同研究強化(B)
チェルノブイリ放射線誘発甲状腺がんの遺
伝子バンク設立と分子遺伝疫学国際共同研
究

光武範吏・教授 日本学術振興会 分担
基盤研究(A)
環境ストレス応答・ゲノム修復システムの
破綻により発症する疾患の病態解明

光武範吏・教授 環境省

光武範吏・教授 日本学術振興会 代表
挑戦的研究(萌芽)
ロングリード配列決定法による放射線被ば
く刻印の同定

光武範吏・教授 日本学術振興会 代表
挑戦的研究(萌芽)
細胞腫によって放射線被ばく刻印は異なる
のか？

鈴木啓司・准教授
放射線による健康影響等に関する統一的
な基礎資料（日本語版）の改訂に関する
検討委員会委員

(株)エム・アール・アイ　リサーチアソシ
エイツ（環境省事業）

鈴木啓司・准教授
放射線リスク・防護研究基盤運営委員会
委員

国立研究開発法人量子科学技術研究開発機
構　量子生命・医学部門放射線医学研究所

鈴木啓司・准教授 専門調査員 文部科学省　科学技術・学術政策研究所

鈴木啓司・准教授 線量評価部会委員
国立研究開発法人量子科学技術研究開発機
構　基幹高度被ばく医療支援センター

鈴木啓司・准教授
動物実験線量率効果検討ワーキンググ
ループ委員

国立研究開発法人量子科学技術研究開発機
構　量子生命・医学部門放射線医学研究所

鈴木啓司・准教授
「放射線と健康」アドバイザリーグルー
プアドバイザー

福島県

鈴木啓司・准教授
低線量率放射線による生物影響に関する
調査の修飾要因の解析評価委員会委員

公益財団法人　環境科学技術研究所

鈴木啓司・准教授 編集委員 日本放射線影響学会

鈴木啓司・准教授 評議員 日本癌学会

光武範吏・教授
スーパーサイエンスハイスクール事業に
係る運営指導委員

長崎県教育委員会（長崎県立長崎西高等学
校）

鈴木啓司・准教授 評議員 日本放射線影響学会

光武範吏・教授 科学研究費委員会専門委員 独立行政法人　日本学術振興会

光武範吏・教授 NASHIM運営部会委員 長崎・ヒバクシャ医療国際協力会

光武範吏・教授 評議員 日本甲状腺学会

光武範吏・教授 評議員 日本内分泌学会

光武範吏・教授 国際編集委員
Arquivos Brasileiros de Endocrinologia
e Metabologia

光武範吏・教授 理事 日本甲状腺学会

氏名・職 委　員　会　等　名 関　係　機　関　名

光武範吏・教授 編集委員 Endocrine Journal
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特 許

その他
 非常勤講師

鈴木啓司・准教授 非常勤講師（量子線治療科学論） 九州大学大学院医学系学府

氏名・職 職（担当科目） 関　係　機　関　名

鈴木啓司・准教授 非常勤講師（生物学・特殊分析検査学） 九州医学技術専門学校

光武範吏・教授
TERTプロモーター変異を検出す
るプローブセット

2020年3月5日 出願中 特願2020-037365

松瀬美智子・助教
TERTプロモーター変異を検出す
るプローブセット

2020年3月5日 出願中 特願2020-037365

氏名・職 特　許　権　名　称 出願年月日 取得年月日 番号

河村香寿美・特任研
究員

長崎大学原爆後障害医療研究所 代表
研究費
放射線照射HAP１細胞

鈴木啓司・准教授 環境省 代表
原子力災害影響調査等事業
メチル化シグネチャー解析による放射線の
発がん寄与割合評価

鈴木啓司・准教授 長崎大学原爆後障害医療研究所 代表
研究費
組織反応を基軸とした放射線発がん初期イ
ベントの解明

鈴木啓司・准教授 日本学術振興会 代表
基盤研究(C)
scRNA-Seq解析による放射線誘発ゲノム不安
定性のトランスクリプトーム解析

鈴木啓司・准教授 環境省 代表
原子力災害影響調査等事業
ゲノム変異シグネチャー解析で紐解く低線
量放射線の発がん寄与割合とメカニズム

ログノビッチ　タチ
アナ・特任研究員

長崎大学原爆後障害医療研究所 代表

研究費
CRISPR/Cas9-mediated promoter activity
tagging for detection of thyroid
cancer-specific oncogene activation in
single cell

鈴木啓司・准教授
国立研究開発法人日本医療研究
開発機構

分担
難治性疾患実用化研究事業
多発性嚢胞腎に対する新規治療剤の探索

松瀬美智子・助教 日本学術振興会 代表
基盤研究(C)
甲状腺乳頭癌における放射線ヨウ素治療抵
抗性メカニズムの解明

松瀬美智子・助教 長崎大学原爆後障害医療研究所 代表

研究費
甲状腺乳頭癌の悪性度・予後を決定する分
子マーカー及び、微小癌の手術適応を推定
できる分子マーカーの検索

光武範吏・教授 日本学術振興会 分担
基盤研究(C)
放射線誘発甲状腺癌の発症リスクを高める
遺伝的素因はあるのか？
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